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時

論

注
意
す
べ
き
小
作
人
問
題

第
+
二
巻

(第
三
號

八
0
)

四
二
四

注

意

す

べ
き

小

作

人

問

題

河

田

嗣

郎

国

勢
働
問
題
乏
し
て
の
小
作
人
問
題

従
来
農
業
に
於
け
を
勢
働
問
題
は
、
工
業
に
於
け
る
勢
働
問
題
ご
は
全
く
其
趣
を
異
に
す

る
も
の
ε
考

へ
ら
れ

て
居
た
。
即
ち
農
業
に
於
け
る
勢
働
問
題
ε
い

へ
ば
、
主

ε
し
て
経
管
上
の
問
題
で
あ

っ
て
、
近
時
諸
国
に
於
て

其
勢
の
顕
著
な
る
農
業
勢
働
の
供
給
不
足
ε
い
ふ
ご
ざ
に
聞
囃
し
て
起

る
問
題
な
り
ε
見
ら

れ
て
居
だ
。
そ
し
て

工
業
其
他
の
勢
働
問
題
の
如
く
、
.勢
働
者
の
地
位
境
遇
、
其
の
勢
働
條
件
、
勢
働
者
勤
企
業
家
の
階
級
的
利
害
衝

突
等
に
聞
し
て
起
b
来
る
耐
會
問
題
ε
し
て
の
勢
働
問
題
は
、
農
業
に
在
て
は
、
多
(
其

の
獲
現
を
見

る
を
得
ず
、

又
起
り
來
る
も
其
の
意
義

の
籐
り
重
要
な
ら
ざ
る
も
④
ξ
信
せ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。

然

る
に
近
時
に
於
け
る
諸
国
の
傾
向
は
、
農
業
に
も
や
は
り
肚
會
問
題
ε
し
て
の
勢
働
問
題
が
起
b
得
る
の
み

な
ら
す
、
問
題
は
年
ご
共

に
然

々
困
難
を
加

へ
、
然
か
も
問
題
の
獲
展
は
大
膣

に
於
て
工
業
方
面
に
於
け
る
勢
働

問
題
ご
其
軌
を

一
に
し
、
問
題
に
俘

ふ
勢
働
者
の
連
動
も
亦
、
大
膿
工
業
勢
働
者
の
聞
に
行
は
る
、
運
動
ε
相
似

た
る
も

の
π
る
を
實
讃
す
る
に
至

っ
た
。
斯
く
て
農
業
に
於
け
る
勢
働
問
題
は
、
今
や
、

一
面
に
は
経
管
上
の
問



「

題

ε
し
て
、

一
面

に
は
ま
た
瀧
曾
的
問
題

こ

し
て
、

二

重

の
困
難

を
俘

ふ

こ
ξ

、
な
り
、
之

に
謝
す

る
講

究

ご
實
.

地
施

設

ε
は

、
頗

る
縁

切

の
必
要
を
威

憧
ら

る

、
こ
ご

、
な

っ
た

の
で
あ

る
。

而

し
て
工
業
勢
働
問

題
は
圭

こ
し
で
雇
傭
勢
働

に
關

す

る
問

題

で
あ

る
が
、
農
業
上

に
於

け

る
勢
働
問
題

は
、

猫

り
雇
傭
勢
働

に
關
す

る
問
題

た
る

に
止
ら
す

、
猫

立

し
て
勢
働

を
瞥

む

小
自
作
農
や

小
作

人

の
勢
働

に
關
す

る

問
題

も
、
、其

中

に
包
含

せ
ら

れ
、
問

題

の
範
圃

は
甚

だ
置

く
、
其

の
解

決

の
爲

め
に
せ
ら

る

べ
き
政
策

に
聞

し
て

も

、
特
別

の
考
慮

の
揚

は
れ
ざ

る

べ
か
ら

ざ

る
も

の
が

あ

る
。
特

に
我
国

の
農
業

に
於

け

る
が
如
く

、
純

梓
な
る

雇
傭

勢
働

者

の
敷

は
比

較
的

少
く
て

、
小
自

作
人
や
小

作

人
の
比
較
的
多
敷
な

る
國

に
在

っ
て

は
、
其
の
勢
働
問

題

の
叢
黙

は
、
前
者

よ
り
も
却

っ
て
後
者

の
上

に
蕗
ぢ

來
ら

ざ

る
を
得
な

い
。

現

に
近

年
我

国
の
小
作
入

の
間

に

ば
民
衆

の

一
般
的

自
　覚
に
俘

ふ
大

い
な

る
運
動

が
表

は

れ
て
来

て
、
.其
勢

は
益

々
進

み
、
其

の
傾

向

は
益

々
傾
斜

せ
ん
ざ
し

つ
、
あ

る
。

,

曲
乗

工
業
労
働
問
題

に
在

っ
て
は
、
共

の
役
者

た
る
勢

働
者
は

、
殆

ん
ご
雇
傭

勢
働
者

に
限
ら

れ
た

る
が
爲

め

に
、
現
今

勢
働

問
題

に
就

い
て
勢
働

者

ご

い

へ
ば
、
そ

は
直
ち

に
雇
傭

勢
働
者
を
意
味
す

る
も

の
な

る
が
如
く

に

考

へ
ら

る

＼
け

れ
こ

も
、
常

に
必
ず

さ
う

で
な
け

れ
ば

な
ら

澱
ε
云

ふ
こ
ご
は
な

い
。
雇
傭

勢
働
者

に
閲
す

る
問

題
が
肚
會
問
題

π

る
如

く

、
猫
立

の
勢
働

を
爲
す

者

に
關
す

る
問

題
も
亦
肚
會
問

題
π
り
得

ざ

る
理
由
は
な

い
。

特
に
我
国

の
農
業

に
於

け

る
小
"作
人

の
加
〃く
、
茸
ハ
の
地

位
境
遇

は
殆

ん
ご
雇
傭
㎝勢
働
弾着
ε
異

る
所
な

く
、
其

の
業

時

論

註
意
す
べ
善
小
作
人
問
題

」

第
十
二
巻

(第
三
號

八
こ

四
二
五



9

.

時

外醐

柱
面思
す
べ
春
小
作
人
問
題
.

第
十
二
巻

(第
.二
號

八
二
)

四
二
占A

務
.上

に
於

て
は
、
地
主

ご
い
ふ
も

の
が
あ

っ
て
之

に
從
属

せ
な

け
れ
ば
な
ら
す

、
濁
立

の
勢
働

を
爲
す

ざ
は

い
ひ

條

馬
貴
際

に
於
て
は
恰
も
雇
傭
勢
働

者
が
雇
主

に
從
厩

す

る
が
如
く
地
主

に
從
旙

し
て
居

る
も

の
に
在

っ
て

は
、

小
作
契
約

上

に
於

て
、
其

の
係

件

に
於

て
、
叉
雇
主

に
射

し
て
有
す

る
階
級

餉
笥
立

に
於

て
、
小
作
人

の
威
挙

る

所

の
利
害

は
、
雇
傭

勢
働
者

が
雇
主

に
劃

し

て
威
す

る
所

の
利
害

ε
、
實
質

に
於

て
多
く
異

る
所

は
な

い
。
從

て

其
間

よ
b
生
じ
來

る
諸
多

の
問
題

は
、
や

は
b
之

れ
労

働
問
題

`
し
て

、
肚

會
問

題

の
内

容
を

形
造

る
に
十

分
で

あ
る
。

.

.同

じ
一
小
作
人

ε
稠
せ
ら

る

・
も

の

＼
中

に
在

っ
て
も

、
英

国
な
ざ

に
於

て
之
を

見

る
如

き
資
力
あ

る
企
業
家

ε
し

て
の
小
作
人

ε
、

我
国
や
佛

・伊

な
ざ

に
於

て
多

く
之
を

見

る
如

き
、

勢
力

以
外

殆

ん
ご
資
本

ε
見

る

べ
き

も

の
を
着

せ
す
、

た

y
主

ざ
し
て
自
家

の
勢
働

力
を
生

か
し

て
働

か
せ
ん
覚

め
に
他
人

の
土
地

を
借
り

て
耕
作
す

る
者

こ
を
、
同

一
様

に
取
扱

ふ

こ
ε
は
出
來

漁
。
前
者

は
企
業
家

で
あ

っ
て
勢
働
者

で
は
な

い
け
れ
ご

、
後
者

は

勢
働
者

で
あ

っ
て
、
資

本
主
義

組
織

の
下
に
於
け

る
企
業
家

で
は
あ
り
得
な

い
。

さ
れ
ば
農
業

上
に
於

て
勢

働
者

・し
い
へ
ば
、
.我
国

の
小
作
人

の
如

き
は
、
當
然

に
共

の
部
類

中

に
入

る
も

の
で
、
雇
傭
勢
働
者
ど

相

並
む

で
勢
働

者

円

い
ふ

一
範

躊
を
形
造

り
、
た

～
雇
傭

さ
れ
た

る
こ

ε
の
有
無

に
依
て
、
更

に
匠

分

さ
れ
得

る
に
過
ぎ

ぬ
。

農
業
勢
働
者

の
範
困

に
關
し
て
は

、
第
三

回
国
際
勢

働
會
議

に
其

の
保
護

に
關
す

る
国
際

的
統
制

の
問
題

が
議

題

た
ら

ん
{

す

る
所

か
ら

、

国
際

勢
働

事
務
局

は
■デ

イ
・
パ

ル

マ
。
ヵ

ス
チ
グ
リ
オ
ー
ネ
博
士

の
農

業
勢
働
保
護

,

ノ



に
關
す
る
豊
書
を
刊
行
し
た
が
、
を
れ
に
照
し
て
見
て
も
、
凡
そ
現
今
人
存
の
見
る
所
を
知
る
こ
ξ
が
出
乗
る
。

ラ

氏
は
農
業
勢
働
者
は
之
を
三
大
匠
分
す

る
を
得

べ
き
も
の
ε
し
、

一
日
給
月
給
叉
は
年
給

に
依
る
雇
傭
勢
働
者
、

(

ラニ
與

へ
ら
れ
た
る
土
地
を
其
の
家
族

ε
共

に
耕
作
し
、
或
意
味

に
於
て
は
賃
金
勢
働
者
た
り
、
然
か
も
其
地
主
ε

(組
合
關
係

に
在
る
分
盆
農
、
三
白

己
所
有
の
土
地

を
耕
作
す

る
小
自
作
農
ξ
い
ふ
風
に
分
っ
て
居

る
。
固
よ
り
此

(

の
匠
別
は
厳
格
な
匠
別
た
b
得
ざ
る
こ
ε
は
、
氏
も
之
を
断

っ
て
居

る
通
り
だ
が
、
匠
別
は
兎
も
角
ε
し
て
、
此

等
の
者
が
野
働
者
ε
い
ふ

一
範
疇
内

に
入
る
べ
き
こ
ご
だ
け
は
、
確
か
で
あ
る
。
而
し
て
我
国

の
小
作
人
は
其

の

性
質
侮
ほ
未
だ
石
畳
書
に
謂
ふ
所

の
分
俗
農

に
近

い
も

の
で
、
賞
典
さ
れ
だ
る
土
地
を
家
族

ε
共
に
耕
作
し
、
地

主
ε

一
種
の
組
合
關
係
を
有
す
る
勢
働
巻
た
る
に
外
な
ら
ぬ
。
從
て
我
国

に
於
け
る
小
作
人
が
其
の
小
作
契
約
を

織
し
、
其
の
係
件
を
定
む
る
.に
就

い
て
、
地
ま
に
劃
し
て
有
す

る
利
害
關
係
や
、
小
作
人

ε
地
主
ど
の
階
級
的
樹

立
や
か
ら
し
て
、
其
間
に
生
じ
来
る
問
題
は
、
や
は
り
之
れ
雇
傭
勢
働
者
ご
雇
主

ご
の
問

に
生
中
る
問
題
ε
同
様

に
、
勢
働
問
題
ご
見
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
ε
に
な
る
の
で
め
る
。
而
し
て
叉
然

か
見
る
こ
ご
が
、
之
を
賞
状
に
照
し

て
常
識
的
に
考

へ
て
も
、
最
も
事
情

に
滴
合
せ
る
安
富
の
見
方

ε
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

此
の
意
味
よ
り
し
て
之
を
致

ふ
れ
ば
、
近
者
我
國
に
於
て
小
作
人
己
地
主

ご
の
間

に
頻
繁
に
問
題
が
起
る
や
う

に
な
り
、
両
者
の
間

に
威
情
の
疏
通
を
映
ぎ
、
階
級
的
闘
争
が
行
は
る
＼
や
う
に
な
り
、
所
謂
小
作
人
問
題
の
進

展
を
見

る
に
至
り
π
る
は
、
他
方
工
業
勢
働
者
の
問
に
勢
働
問
題
の
盆
々
紛
糾

せ
ん
ε
す
る
勢
ご
相
並
む
で
、
廣

持

論

注
意
す
べ
き
小
作
人
澗
題

第
十
二
巻

(第
三
號

八
三
)

四
二
七一
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時

論

注
意
す
.へ
き
小
作
人
陽
題

第
十
二
巻

(第
三
號

く
我
国

の
勢
働
問
題

ご
し
て
、
最

も
講
究
を
要
す

る
所

ε
謂

は
ね
ば
な
ら

ね
。

二

小

作

人

運

動

八
四
)
.
四
二
八

小
作
人
が
労
働
者

ざ
見
ら
る
べ
き
地
位
に
在
名
所

に
於
て
は
、
小
作
人
が
其
の
地

位
の
向
上
経
済
の
改
善

の
薦

め
に
起
す
運
動
は
、
や
は
り
之
れ
廣
き
意
味
に
於
け
る
勢
働
運
動
中

に
入
れ
て
考

へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
濾
。

我
國

に
在

っ
て
は
、
工
業
方
面
に
於
け
る
勢
働
運
動
す
ら
、
ま
だ
甚
だ
年
若

い
有
様
で
、
農
業
勢
働
運
動
に
至

っ
て
は
、
更

に

一
層
幼
稚
な
状
態

に
在

る
.
特
に
農
業
　雁
傭
勢
働
者
の
運
動

ζ
至

っ
て
は
、
未
だ
殆
ん
ざ
見
る
に

足
る
も
の
が
な
い
。
凋
り
小
作
人
運
動

の
み
が
、
近
年
大

い
に
起
ら
ん
こ
す

る
の
氣
勢
を
示
し
來

っ
π
に
過
ぎ
諏
。

併
し
農
業
勢
働
運
動
が
ユ
業
勢
働
運
動
に
比
し
て
翼
蓬
の
後
"
た
る
は
、
我
国
ば
か
り
の
こ
ε
で
は
な
く
、
殆
ん

ご
何
れ
の
國

に
於
て
も
さ
う
で
め

っ
て
、
そ
れ
に
は
理
由
の
め
る
こ
ε
で
あ
る
。
即
ち
農
業
勢
働
者
は
雇
傭

さ
れ

た
る
者
も
工
場
に
於
け
る
が
如
く

　
所

に
多
敷
藁
團
的
に
使
役
せ
ら
れ
ざ
る
こ
ざ
や
、
女
子
及
び
少
年
勢
働
者
の

比
較
的
多
敏
な
る
こ
ε
や
、
雇
主
の
家
庭
内

に
居
住
す

る
か
然
ら
ざ
る
迄
も

之
ε
密
接
の

關
係
を
有
す

る
こ
ε

や
噛
從
て
雇
土
色
勢
働
者

ε
の
聞

に
主
従
的
封
建
臭
味
の
残
存
せ
る
も
の
多

き
こ
ご
や
は
、
其
の
主
た
る
理
由

ざ

見
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
.
.

司

.然

る
に
諸
国
中
に
在

っ
て
、
濁
り
伊
太
利
に
於
て
の
み
は
、
工
業
方
面
の
勢
働
者

の
問

に
運
動
の
行
は
る
、
ε

2)"'ygod∠i115ヒ1 ,

f「,

DiヒLandarbeiterfl.ご ヒgeinDeLLしschlmld ,Tubingen1917,S.47



鮨

柑
劣
ら
ナ
㍗
農
業
勢
働
者
の
問

に
も
夙

に
目
畳
ま
し
き
運
動
が
行
は
れ

、
其
黙
に
於
て

一
大
特
色
を
示
し
て
居

る
つ

価㎞

而
し
て
伊
太
利
に
於
て
此

の
状
態
和
見

乃
に
至
り
だ
る
は
、
其
國
の
経
済
組
織
・ヒ
勢
働
状
態
ε
に
特
有
な
る
理
由

・

舳

め

る
に
因

る
も

の
た

る
や
勿

論

で
あ

る
が
、
同
國

の
農

業
経
済

組
織

ε
人
民

の
気

風

ざ
に
は
、
や

＼
少

か
ら

ず
我

㎞

鞭総

総

縣
銘
無

駄
繋
融胡
蝶
鎌
遡

礁鋳
鴛

我国農業
瞭

伊
太
利
に
在

っ
て
は
、
古
く
よ
b
其

の
鱒
働
者
階
級
は
社
倉
的
に
無
幌
せ
ら
れ
、
貧
弱
な
る
勢
働
〃石
が
大
多
数

㎞
恥

ロ磐

ボ
欝
建
艦

簡捷

弊
礁
雛

蕪

摂懸

讐
灘
饗
ポ灘
馨
鐸
精
製
嘱鞍

ロ難

鯵

鞘

崩歓
節
灘ば

さ
れ
て
、
然

か
も
其
上

に
公
益

小
作
を
行

ふ
も

の
た

る
に
過
ぎ

鳳
。
所

謂

冒
印
NN監
o
「冨

な

る
も

の
之
で
あ

っ
て
、

琉
磁

小
作
人

は
溺

立
の
企
業
家

蓬
見
ら

る

べ
き
よ
り
も
、
一
種

の
利
益

分
配
制

に
依

る
勢
働
者

ε
見

ら

る

べ
き
に
近

一
、

鵡

㎜

饗

鞭
嚢

騙
雑
難

症躯
糟

畿
徽
鹸
轡
矯
q環臨
　

主

に

謝

し

て

は

依

然

`

し

て
臣

下

た

る

に

近

き

關

係

を

持

覆

し

て
.
來

花

の

で

あ

る

。

劾

腓
町

論

泣
血忌
津『
べ
音
小
作
人
聞
摘
心

幡
即
十
へ
…ぬ
ぜ

(側四
二
號

八
〒丑
)

叫
H二
九



時

論

注
意
す
べ
斗、小
作
人
闇
一題

舗
…十
二
巻

(第
三
號

八
六
)

四
三
〇

加

之
伊
太

利
の
農

業
に
在

っ
て
は
、
大
地

主
制

企

業
も

可
也
廣

《
行

は
れ

て
居

る
所

か
ら

、
雇

傭
勢
働
者

の
敷

轟
ε

・
頗
・
ぞ

、
庇
護

曝

働
誉

小
作
欝

蓄

藁

・
・
雪

意
味
・
暴

勢
響

階
整

形
造
っ
て
居

器

難

鴛

礁

響

鷺
鵜

祭

碍
吋・,暢
瀦

縫
蠕

讐

碧
繰

鞭

佃

繍
・

奄
奄
毒

・や
　
連中
ば
か　
あ
・鋤

細
曲

無

右
の
如
く
分
金
小
作
人
に
し
て
も
、
雇
傭
勢
働
者
に
し
て
も
、
其
の
地
位
甚
だ
劣
悪
で
、
其
の
所
得
は
頗

る
少

磁

剛

薄
な
る
も
の
た
る
に
過
享

、
饗

階
級
書

し
て
の
心
理
義

響

を
雰

に
且
ハ偏
し
て
居
る
所
か
ら
、
馨

猛

・
禦

肚
會
圭
意

想
を
迎

へ
、
追
ζ

赤
化
す
・
・
く

な
尾

特
旨

璽

働
者
鐸

に
至
っ
て
は
・
地

膿

多

韓

　

渠

活
・
彗

例
　

-
　

・
欝

に
・
瓶
裏

薯

・
直
管

・
最
・
好
・

織

ブ
,フ
ソ
ト
ホ
ー
・
を
形
造

・
て
居
る
の
で
・
る
.
而
・
て
伊
太
利
政
府

・
政
箏

聖

笙

・
態
磐

は
、
午

器

事
讐

形
勢

旨

目
で
、
只
管

に
之
を
験

す
る
を
以
て
肇

下
れ
書

し
た
が
智

に
、
愈
・
其
の
左
傾
の
勢

温.㏄

・

を
進

め
し
津

の
で
あ
る
。

説

ロ

　

ご

者鱗
輔
灘
蒲
齢
麟
鱗
"狸
難
羅
謄
靱
轡
勧鱒
煽嘱
・…贈

四
年
に
於
て
終
に
二
つ
の
有
力
な

る
農
業
雇
傭
勢
働
者
の
組
合
を
見
る
こ
ご

、
な

つ
陀
㎝
而
し
て
其
塒
よ
り
し

り
の

駈



て
既

に
勢
働
集
合
契
約

の
蟹
行
を
目
標
ざ
し
て
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
等
は
其

の
翌
年
大
運
動
を
起

し

て
政
府
の
爲
め
に
解
散

を
命
ぜ
ら
れ
、
其

の
指
導
者
は
反
逆
罪

ε
し
て
起
訴
せ
ら

れ
、
彼
の

野

爵
o
}り。「ユ
氏
の

コ

ラ

有
名
な

る
辯
護

に
依
て
漸

く
散
発

せ
ら

る

、
ぜ

い
、ふ
、

大

活
劇

を
示

し
た
。

其

後
同
國

に
在

っ
て
は
●

農
業
勢
働
争
議

は
頻
繁

に
起

り
、

ス
ト

ラ
イ
キ
も
屡

次
行

は
れ

、
ド暴
動

的

の
も

の
も

少
く
な

く
、
敬
府

は
用

捨

な
く
之

を
歴
倒

下
る
に
努

め
把
。
然

る
に

一
九

〇

一
年

に
至
り
政
府

に
肚
曾
鐡
…の
勢
力

増
加
す

る
ε
北
ハ
に
、

Ω
…c
ま
二

氏

は
、
從
來

の
方

針
を

一
愛

し
て
、
勢
働
者

の
組
合
結
砒

椹
を
許

し
共

の
罷
業
椹

を
認

む

る
こ
ご

、
し
た
爲

め
に
、
農
業
勢
働

組
合

の
撒

も
大

い
に
増

加
す

る
こ
ご

、
な

っ
た
。
そ

し
て
勢

働
組
合

問

に
聯
合
會

も
組
織

せ
ら

る

・
こ
ε

・
な

っ
た
。

斯
く

て

一
九

一
〇
年
十

二
月

に
開
催

せ
ら

れ
た
る
農

業
勢
働

者
大
協

議
會

に
際

し
て
は
、
七

百
四

の
組
合
芝
十

五
萬

二
千
鮫
人

の
弊
働
者

ピ
が
代
表

せ
ら

る

へ
こ
也

、
な

っ
た
.
そ

し
て
此

の
大
會

に
於

て
は
、
分
盆

小
作

人
を

も
勢
働
組
合

に
加

入
せ

し
む

る
の
可
否

に
就

い
て
討
議

せ
ら

れ
た
が
、
結

局

、
分
金

小
作

人
は
他
人
を
雇
傭
す

る

こ
ε
も
あ

る
け
れ
ご
、
彼
等
は
他
人

の
勢

働
を
買

ふ
よ

り
も
、
自
己

の
勢

働
を
費

る
方

が
多

大

で
あ

る

ε
い
ふ
理

り

由

か
ら
、
之
を

加
入

せ
し
む

る
こ
ε

に
決

定
し
た

の
で

め

る
。
此

事

は
小
作

人
の
勢
働
者

ε
し

て
の
地

位
を
見
定

め
、
其

の
運
動

を
孜

ふ
る
に
就

い
て
は
、
特

に
注
意
を

要
す

る
重
要

な
る
事
件
ε
謂

は
ね
ば
な
ら

訟
。

総

て
右

の
如

く
農
業
労
働

者

の
間

に
組
合
團
結

の
行

は
る

＼
こ
ご

、
な

っ
た
が
翁

め

に
、
地
主

の
側

に
於

て
も

時

論

注
意
す
べ
き
小
作
人
臨
題

,

・

第
十
二
巻
.
(第
三
號

八
七
)

四
三
　

6)LivめMarcheしti,DieOrg乱nisationdet・Landarbeitei-inIしlienn,d.Arbeitsコ

k瓦mpfeinderRamagm,ind.Zeit5⊂lir.f.Socialwissenschaf[.Neue

O工ge.if.∫all,.,.S.364ff.;Leonhard,a・a・0・S.166ff・

7)Leonhard,a.a.O.S.169,
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」

時

論

沖
[意
ず
べ
き
小
作
人
問
題
.

第
十
二
巻

(第

三
號

八
八
)

四

三
二

わ

之
に
勤
抗
す
る
必
要
上
同
じ
一
文
團
膿
を
結
ぶ
こ
ε
＼
な
り
、

一
九

一
〇
年

以
来
之
を

見
る
に

至

っ
た
。
(〉
馨
-

α
ρN
団。
器

四讐
曳

。
)

而
し
て
此

の
企
業
家
團
骸
は
小
作
人
に
も
封
抗
す

る
も
の
な
る
ご
ざ
盲
セ
挨
た
澱
。

斯
一
て
邸
ち
伊
太
利

に
在

っ
て
は
、
農
業
勢
働

に
關

し
て
は
地
主
側

ε
労
働
者
側
ご
双
方
組
合
團
騰
を
造

っ
て

対
立
し
、
契
約
も
双
方
組
合
的
に
組
合
の
手
を
脛
て
之
を
結

び
、
闘
争

も
亦
組
合
間

に
之
を
行

ふ
こ
ざ
、
な
り
、
階

級
戦
争

の
面
目
は
頗
る
其
の
形
式
を
明
確

に
す
る
こ
`
、
な

っ
た
の
で
あ
る
。

欄

爾
來
同
国
に
於
け
る
地
主
團
艦
ご
勢
働
團
騰
ε
の
勢
力
は
互
に

一
張

一
飽
し
も
て
来
た
が
、

一
時
地
主
團
膿
の

勢
力
が
よ
ほ
こ
優
越
し
て
、
農
業
勢
働
運
動
は
や

＼
墜
迫
せ
ら
れ
た
形
で
め
っ
た
。
然
る
に
近
年
諸
国
に
於
け
る

砒
會
主
義
運
動
が
大

い
に
氣
勢
を
揚
げ
て
來
た
に
連
れ
て
、
伊
太
利
の
農
業
勢
働
運
動
も
大

い
に
活
躍
し
來
b
、

動
か
す

べ
か
ち
ざ
る
大
勢
力

ご
な
り

つ
＼
あ
る
。
而
し
て
同
国
の
農
業
勢
働
運
動
が
頗

る
肚
會
主
義
的
色
彩
に
囲

め
る
こ
ε
は
、
」特
に
注
意
す

べ
き
黙
こ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
楓
。

右
は
伊
太
利
に
於
け

る
状
況
の
概
略
で
め
る
が
、
同
国
以
外
に
在

つ
.て
も
、
英
国
ビ
も
濁
逸
に
も
農
業
勢
働
者

の
組
合
團
艦
は
既
に
出
来
舵
居
て
、
追
々
鞍
達
し

つ
、
あ
る
、
濁
逸
の
如
き
は
從
來
其
の
諸
職
邦
中
の
或
邦
々
に

存
し
た
る
農
業
労
働
者
の
結
肚
及
び
罷
業
権
の
制
限
を
ば
、
一
九

一
八
年
十

↓
月
以
來
明

か
に
取
除
く
.こ
蓬
、
し
、

今
や
農
業
勢
働
者
も
他
の
勢
働
者
同
様
に
、
完
全

に
之

に
關
…す
る
自
由
…罹
を
有
す

る
こ
ご
、
な

っ
た
、

そ
こ
で
問
題
は
我
國

の
こ
ピ
に
立
昂
る
の
だ
が
、
A
-や
將
に
大
い
に
起
ら
ん
ざ
し
て
共
の
氣
蓬
が
動
き
つ
、
あ

8)
u)
10)

h.Tai'eheLL〒,a.a.O..S.45刊 幽.;Le〔mhard脚a.a.0.S.170,
Fl■h
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る
ρ
我
國
の
農
業
勢
働
蓮
動
特

に
小
作
人
運
動
が
今
後
如
何
に
進
展
す

べ
き
か
は
、
固
上
り
之
を
逆
賭
す
る
こ
ε
が

出
癖
ぬ
。
.け
れ
ざ
も
小
作
人
運
動
も
そ
が

一
の
勢
働
運
動
で
あ

っ
て
、
勢
働
運
動
は
そ
が
.農
業
螢
働
運
動
た
る
ε

工
業
や
運
送
業
な
ご
の
方
面

に
於
け
る
勢
働
運
動
だ
る
ε
を
問
は
ず
、
大
膿

に
於
て
其
進
む

べ
き
軌
道
を
同
う
す

る
も
の
で
あ
り
、
或
程
度
ま
で
は
互

に
提
携

し
て
進
み
行
く

べ
き
も

の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
右
に
示
す
伊
太
利
に
於

匠
る
農
業
勢
働
運
動
の
獲
展

の
径
路
は
、
之
を
諸
国
に
於
け
る
勢
働
運
動

一
般
の
獲
展
の
裡
路
に
照
し
考

へ
て
、
我

が
農
業
勢
働
運
動
の
將
來
の
進
路
を
暗
示
す

る
も
の
ε
見
ら
れ
得

岨
理
由
は
な

い
。
荷
も
肚
會
連
動
ε
し
て
労
働

「

運
動
が
其

の
歩
調
を
整

へ
て
來
る
か
ら

に
は
、
そ
が
初
め
は
雇
欝
條
件

の
改
頁
を
以
て
目
標
ξ
し
.
次
に
は
組
合

主
蕎
の
承
認
を
以
て
目
撃

し
・
漸
次
進
む
で
終
に
は
勢
働
者

に
依
る
産
業
自
治
制
を
目
撃

す

る
に
至
り
、
運

動
は
進
む
に
連
れ
て
階
級
岡
争

の
旗
色
を
鮮
明
に
す

る
に
至
る
を
通
例
己
す
る
も
の
で
あ
る
。
農
業
勢
働
運
動
ご

い

へ
ざ
も
此
例
に
漏

る

・
筈
は
な
一
、
叉
何
れ
の
國
の
勢
働
運
動
だ
か
ら
ぜ
て
、
其

の
国
情
の
多
少
異
れ
り

ε
い

ふ
だ
げ
で
全
く
其
の
進
む
方
向
を
異

に
す

べ
き
筈
も
な

い
の
で
あ
る
。

一

塊
に
我
国
に
於
て
之
を
見
る
所
の
小
作
人
運
動
の
如
き
は
、
多
く
は
未

だ
た
蜜
.小
作
米
の
引
下
げ
を
要
求
す
る

位
の
こ
ε
に
過
ぎ
ね
け
れ
こ
も
、
そ
れ
で
も
或
地
方
な
ご

に
於
て
は
、
そ
れ
以
上
遙

か
に
進

め
る
運
動
の
行
は
れ

つ
、
あ
る
こ
ご
も
掩

ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
み
る
。
そ
し
て
小
作
人
の
組
織
せ
る
封
地
主
組
合
の
如
き
も
、
ま
だ

勢
働
組
合
ご
し
て
十
分
に
完
成
せ
る
も
の
は
多
く
之
を
見
難

い
け
れ
こ
も
、
其
の
組
織
が
労
働
者
階
級

　
般
の
畳

時

論

注
意
マ
ベ
き
小
作
人
問
題
.

第
+
二
巻

(第
三
號

八
九
)

四
三
三



時

論

注
意
す
べ
き
小
作
人
問
題

第
+
二
巻

(第
三
號

九
〇
)

四
三
四

醒

に
依
り
漸
く
に
整
頓
せ
る
も
の
ご
な
り
、
叉
根
張
き
も
の
ご
な
り
、
労
働
者
の
自
助
團
鴨
ε
し
て
、
封
地
主
闘

、

係

に
於
け
る
利
益
の
擁
護
醐
龍
ε
し
て
、
其
の
旗
幟
を
鮮
明
な
ら
し
め
つ
、
あ
る
こ
ご
は
、
や
は
り
又
掩

ふ
べ
か
ら

ざ
万
事
實

で
あ
る
。
而
し
て
其
勢
が
此
の
敬
年
来
急
に
著
明
に
表
は
れ
來

つ
た

こ
ご
は
、
今
日
の
場
合
特
に
注
意

を
要
す
る
所
ビ

謂
は
ね
ば
な
ら
濾
。
.

由
来
我
国
に
は
温
情
主
義
の
議
論
が
優
勢

で
、
特

に
農
業
に
關
し
て
は
封
建
的
思
想
の
残
存

せ
る
所
多
一
、
農

業
方
面
に
於
て
は
純
鞍
や
技
術
に
關
す

る
問
題
こ
そ
多
か
れ
、
叉
激
育
や
耐
交
に
関
す
る
や
う
な
問
題

こ
そ
研
究

に
値
す

る
も
の
あ
れ
、
地
主
封
小
作
人
、
雇
主
謝
勢
働
者

ε
い
ふ
關
係

か
ら
表
は
れ
来
る
労
働
問
題
の
如
き
は
、

稜
生
す
る
の
鯨
地
な
き
も
の
な
る
が
如
く
に
考

へ
ら
れ
て
居
だ
。
從
て
国
家
や
地
方
自
治
龍
の
政
策
施
設
に
於
て

も
、
農
舎
共
地
の
施
設
に
於
て
も
、
技
術
方
面
や
脛
濟
方
面
の
も
の
が
殆

ん
ご
其
の
至
部
を
占

め
て
居
て
、
肚
會
問

題
に
閲
す
る
方
面
は
殆

ん
ざ
閑
却
さ
れ
て
居
盤
有
様
で
あ
を
。
け
れ
こ
も
今
や
事
情
は
著
し
く
憂
化
し
て
来
た
。

小
作
人
問
題
の
火
の
手
の
暴
れ
る
を
相
国

に
、
今
後
は
砒
會
問
題
方
面
が
大

い
に
世
の
注
意
を
惹

く
こ
`
、
な

っ

て
、
国
家
の
政
策
上
に
於

て
も
、
農
會
其
他

の
も
の
、
活
動

に
於

て
も
、
其
の
方
面
が
十
分
に
顧
慮
き
れ
て
着
々

有
効
の
施
設
分
行
は
れ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
要
求
を
齎
す

に
至
る
で
あ
ら
う
。
我
国
の
農
業
は
温
情

の
漲
れ
る
和
衷

協
同
の
家
庭
的
産
業
で
、
國
肇
以
來
共
瓶
に
愛
り
な
き
も
の
だ
な
ご

、
枕
を
高
く
し
て
眠

つ
で
居

る
聞

に
、
臥
榻

は
地
盤
諸
共
琵
壊
す
る
こ
ε
の
な

い
や
う
に
、
今
に
於
て
政
府
も
地
主
も

一
般
砒
會
も
、
畳
醒

一
番
、
大

い
に
施
す



所
を
講
究
す
る
が
肝
要

で
あ
る
。

三

小
作
人
問
題
対
策

小
作
人
問
題
が
農
業
労
働
問
題
己
し
て
、
漸
次
困
難
を
加

へ
來
る
べ
き
こ
巴
、
右
に
論
示
す
る
所
の
如
く
な
b

ξ
せ
ば
、
之
に
封
し
て
は
今
に
於
て
十
分
有
効
な
る
対
策
が
確
立
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
阻
。
而
し
て
其
の
対
策

は
濁
り
小
作
人
に
の
み
封
ず
る
も
の
だ
ら
杢
、
贋

く
農
業
勢
働
者
に
謝
し
て
、
其

の
地
位
の
向
上
`
境
遇
の
改
善

ε
を
得
せ
し
め
、
同
時
に
又
農
業
纒
濟

の
組
織

一
般

に
關
す

る
改
革
策
ε
も
な
り
得
な
け
れ
ば
な
ら
ね
の
で
あ
る
。

而
し
て
文
典

の
政
策
に
關
し
て
は
、
之
が
国
際
的
統
制
の
行
は
れ
む
こ
ε
も
、
必
要
で
又
有
効
な
こ
ざ
で
あ
る
か

、

ら
、
近
く
開
催
せ
ら
る
べ
き
第
三
回
国
際
勢
働
會
議

に
於
て
は
、
之
に
關
す

る
問
題
が
、
議
題
こ
し
て
上
程

せ
ら

、

る

、
筈
に
な

っ
て
居

る
次
第
で
あ
る
。

此
の
意
味

に
於
け
る
方
策
`
し
て
は
、
先
づ
農
業
勢
働
者
に
謝
す

る
吐
會
政
策
が
考

へ
ら
れ
る
。
而
し
て
農
業
螢

働
者

に
劃
す

る
肚
會
政
策
は
、
大
燈
に
於
て
工
業
其
他
の
勢
働
者
に
封
ず
る
も
の
ε
異
る
所
は
な

い
。
即
ち
先
づ

農
業
雇
傭
勢
働
者
に
關
し
て
は
共
の
勢
働
聴
聞

に
封
ず
る
制
限
、
勢
賃
に
關
…す
る
規
定
特
に
最
低
賃
金
の
制
定
、

失
業
の
防
止
、
女
子
及
び
年
少
勢
働
者

の
雇
傭
及
び
勢
働
制
限
、
夜
業
禁
止
等
の
こ
ε
が
考

へ
ら
れ
る
。
之

に
關

し
て
国
家
が
法
律
を
設
け
て
勢
働
者

に
封
ず

る
適
當
の
保
護
を
爲
す
亡
い
ふ
こ
ピ
は
、
既
に
工
業
労
働
者
に
樹
し

時

論

注
意
す
べ
音
小
作
人
問
題

一

第
十
二
巻

(第
三
號

九
「
)

四
三
五



仙時

論

注
意
す
べ
き
小
作
人
問
題

剛
.

第
十
二
巻

(第
三
號

九
二
)

四
三
六

て
そ
の
行
は
る
＼
こ
蓬
の
正
當
な
る
以
上
は
、
農
業
塑
働
者
に
謝
し
て
之
を
行
ふ
て
不
可
な
る
理
由

ε
て
は
な
く

両
者
を
公
卒

に
保
護
す
る
が
當
然
な
り
ビ
謂
は
ね
ば
な
ら
♂ユ
。
た
讐
勢
働
時
間
の
制
限
に
關
し
て
は
、
農
業
ε
い

ふ
業
務
が
季
節

に
依
て
左
右
せ
ら
れ
天
気
に
依
て
影
響
せ
ら
る

、
こ
ざ
の
多

い
所
か
ら
、
工
場
工
業
に
於
け
る
や

覧
に
、

一
華

に
例

へ
ば
八
時
間
労
働
制
を
布
く
な
ご

＼
い
ふ
こ
ε
の
不
可
能

ε
な

る
を

顧
慮

せ
な
け
れ
ば
な
ら

諏
。從
て
農
業
労
働
に
於
け

る
時
間
制
限
は
、
例

へ
ば
凋
麺
が

一
九

一
九
年
二
月
以
家
之
を
行

っ
て
居
る
や
う
に

一

年
を
三
期
に
塵
別
し
、
そ
の
第

一
期
四
ケ
月
間
は
卒
均
八
時
間
勢
働
ε
し
、第

二
期
四
ケ
月
問
は
雫
均
九
時
間
労
働

ε
し
、第
三
期
四
ケ
月
間
は
卒
均
十

一
時
間
勢
勘
定
す

る
ε
い
ふ
風
に
之
を
定

め
、
然
か
も
蝕
分
労
働
も
成
程
震
ま

で
之
を
許
容
し
、
た
ゴ
賃
金
支
沸
の
標
準
を
右
の
定

に
線
ら
し
む
る
こ
ε
、
駕
す
の
外
に
道
が
な

い
か
も
知
れ
澱
。

`

次
に
最
低
勢
賃
に
關
し
て
は
、
農
業
勢
働
者
ε
工
業
勢
働
者
ε
に
依
て
其

の
必
要
不
必
要
の
刷
る
＼
理
由
は
な

く
、
セ
～
弊
働
の
種
類
以
外
に
、
都
鄙
生
活

が
趣

を
異

に
す
る
所
か
ら
、
其

の
最
労
賃
額
に
差
等
の
設
け
ら

る
、

こ
ざ
あ
ら
ば
、
あ
り
得

る
ま
で
の
こ
ざ
で
あ

る
。
次
に
女
子
及
び
年
少
勢
働
者

の
勢
働
制
限
に
關
し
て
は
、
農
業

の
労
働
が
比
較
的
不
健
康
な
る
も
の
少
き
が
矯
め
に
、
又
副
業
方
面
以
外

に
於
て
は
多
く
夜
業

の
行
は
る
、
も

の

な
き
が
薦
め
に
、
工
業
勢
働
に
於
け
る
ほ
こ
問
題
は
而
倒
で
な
く
、
た
ゴ
産
前
産
後
に
於
け
る
女
子
使
用
の
禁
止

學
齢
見
章

の
勢
働
使
用
禁
止
等

の
こ
ざ
が
行
.は
れ
、
特
に
年
少
者

に
劃
し
て
は
、
其
の
激
育

蓬
勢
働
ご
の
適
合
を

然
る
べ
く
行

ふ
こ
ε
に
.つ
き
充
分
の
注
意

の
梯
は
る
、
を
必
要
芭
す
る
こ
ξ
＼
な
る
。
其
他
工
業
勢
働
者
に
封
し

て
行
は
る
、
保
醗
蔚
施
設
に
し
て
、
農
業
勢
働
者
K
之
を
嘗
て
行
ひ
得

る
も

の
は
、
公
甲

に
之
を
行

ふ
ご
巴
、
農



業
勢
働
問
題
を
緩
和
す

る
上
に
効
果
の
少

か
ら
ざ
る
べ
き
は
吉
口
を
俟
た
ざ
る
所
で
あ
る
、

次
に
雇
傭
勢
働
者
ε
い
は
す

一
般
的
に
農
業
勢
働
者
に
謝
し
て
之
を
行
ふ

べ
ぎ
肚
會
政
策
は
、
激
育

の
上
に
も

衛
生
の
上
に
も
.
疾
病
・傷
害
・老
衰
・癈
疾
等

に
封
ず

る
保
険
の
上
に
も
、
種

々
之
を
見
出
す

こ
ざ
が
出
来

る
。

特

に
敏
育
が
勢
働
問
題
解
決
上
必
要
の
要
素
た
る
こ
ご
は
育

ふ
迄
も
な
く
、
叉
労
働
問
題
を
離
れ
て
だ
ゴ
国
民
激

育
苗

い
ふ
上
か
ら
見
て
も
、
農
業
勢
働
者

に
封
ず
る
轍
育

の
十
分
有
力

に
十
分
進
む
で
行
は
る
べ
き
必
要
切
蟹
な

る
は
、誰
し
も
見
遁
し
能
は
ざ
る
所

で
あ

る
σ

而
し
て
同
じ
く
敏
育

ε
い
ふ
中
に
於
て
も
、
農
業
の
技
術
激
育

に
至

っ
て
は
、
今
後
大

い
に
進
張
せ
ら
る
、
所
な
く
て
は
な
ら
漁
。
次
に
衛
生
の
上
に
於
て
就
中
殊

に
住
居
歌
態

の
改

善
に
於
て
、
農
業
労
働
灘着
保
護

の
必
要
急
な
る
は
、
毫
も
工
業
に
劣

る
所
な
く
、
此
事
英
図
な
ご
に
於
て
最
も
必

要
の
威
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
所

ε
す

る
。
友
に
傷
害
疾
病
其
他
の
保
険
制
度
の
利
用
に
於
て
從
來
農
業
勢
働
者
が
等

闊

に
附

せ
ら
れ
た
る
嫌
あ
る
は
、
甚
だ
不
當
ξ
謂

ふ
べ
き
で
あ
る
。
工
業
野
働
者
は
此
等
の
不
可
抗
的
事
件
に
謝

し
保
険
制
度
に
依
て
保
護
せ
ら

る
、
に
拘
ら
す
、
同
じ
く
勢
働
者
で
あ
り
乍
ら
農
業
勢
働
者
が
其
の
恩
恵

に
浴
し

得
ざ
る
ど
い
ふ
は
、
全
く
理
由
な
き
所
で
あ
る
。
而
し
て
此
等

の
保
護
施
設
が
濁
り
雇
傭
勢
働
者
の
み
な
ら
す
、

廣
く
小
作
人
其
他

一
般
舶

に
農
業
勢
働
者
・じ
見
ら

る

べ
き
も
の
に
擬
し
て
、
必
至
に
行
は
る
べ
き
も
の
た
る
は
、

藪

に
絮
説
を
俟
た
ざ
る
所

冠
す

る
。

総
て
此
等

の
計
…會
敬
策
は
農
業
勢
働
問
題
緩
和
の
爲
め
に
は
、
何
れ
も
必
要
訣
ぐ

べ
か
ら
ざ
る
所
で
あ
る
が
、

此
等
の
政
策

ざ
相
並
む
で
、
是
非

{
も
實
現
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
の
も
の
は
、
勢
働
者
の
人
亡
し
て
の
擢

時

論

注
意
マ
ベ
春
小
作
人
問
題

第
†
二
巻

(第
三
號

九
三
)

四
三
七

,



時
.
論

注
意
す
べ
き
小
作
人
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

九
四
)

四
三
八

利
及

び
勢
働
者

ε

し
て
の
根
本

纏

の
承
認

ξ

い
ふ
こ
ε
之

で
あ

る
。

即
ち
彼

の
結
砒
及

び
罷
業

擢

の
承

認

ε
い

ふ

こ
ε
之
で

、
伊
太
利
や
濁
逸

の
如

く
、
農
業
勢
動
者

に
も

明
か
に
此

の
羅
利

の
容

認
せ
ら

れ
た

る
も

の
に
就

い
て

は
、
最
早

問
題

は

め
り
得
な

い
け
れ
こ
も
、
我
国

の
如

く
、
憲
法
上
當
然

に
其
誓

の
椹
利

が
與

へ
ら

れ
た

る
も

の

ε
解

繹
す

べ
ぐ

し
て
、
然

か
も
其

の
貴
行

を
妨

げ
、
之

を
し
て
有

名
無
實

に
終
ら

し
む

る
法
規

の
存
在
す

る
所

に

在

っ
て
は

、
速

か

に
共

の
妨
害

ε
な

る
個

々

の
法
規
を

塵
除

し
て
、
工
業
農
業
其
他

一
般
的

に
勢
働
者

に
謝

し
て

此

の
権

利
を

明
確

に
享

受

せ
し
む

る

こ
ε

、
せ
な
け

れ

ば
な
ら

諏
。
、
憲
法
上
當
然

に
享

有
す

る
権
利

を
紡
ぐ

べ
.き

個
別

的
法
規
あ
り

ε
い
ふ
は
、
窪

に
不
都
合

千
萬

の
こ

ご
で
あ
る
.
比
熱

か
ら

い
っ
て
も
、
結
肚

及
び
罷

業
権

の
明

確

に
保
障

せ
ら

る

、
に
至
ら

ん

こ
ε
の
當

然
な
る

ε
同

時

に
、
實
質

的
に
は
又
、
此

の
権

利
の
保
障

に
依

て
勢

働

者

一
般

の
自

助

を
進

め
、
其

の
運
動
を

し
て
合

法
的
な

る
を
得

せ
し

め
、
却

っ
て
勢
働

問
題
を

し
て
自
ら

に
解

決

を
見
出
す

を
得

せ

し
む

る
は
、
最

も
策

の
得

た
る
も

の

ε
謂
ば

ね
ば
な
ら

ぬ
。

人
或

は
此

の
権

利
が
自
由

に
享
受

せ
ら

る

＼
に
至
ら

ば
、
益

々
以

て
我

国
の
小
作
人
や
雇
傭
螢
働

者

の
團
結
を

進

め
、
其

の
運
動
を
自
由

な
ら

し
め
、
罷

業
の
如

き
も

頻
繁

に
行
は

る

、
に
至

っ
て
、
釜

々
勢
働
問

題

の
紛

糾
を

招
く

に
至
り

、
終

に
砒

會

ε
農
業
組
織

《」
を
琵
解
破
滅

せ
し
む

る
に

至
る
で
あ
ら

う
な
ご

＼
恐

る
＼
で
あ
ら
う
け

れ
こ

も
、
之
は
杞
憂

で
あ

る
。
斯

か
る
議

論
を
駕
す
者

あ
ら
ば

、
そ

は
水
を

潜
む

る
の
理
を
辮

へ
ざ

る
者

の
議

論

ざ
謂

は
ね
ば
な
ら

澱
。
勢
働
運
動

は
水

の
流

る

＼
や
う

な
も

の
で
あ

る
。
.
之
を
導

く

に
其
道
を
以

て
し
、
之

に
流

る

べ
き
十

分

の
道
を
開

き
與

ふ
れ
ば
、
水

は
無
害

に
酒

々
ぜ
流

れ
行

く
け
れ
ざ
も

、
之
に
謝
し

て
道
を
塞

ぎ
、
強



て
之
を
抑

へ
ん

ざ
す

れ
ば
、
水

は
怒

っ
て
氾
濫
し
、

人
審

を
流

し
家
を
流

し
田
畑
を

流
し
て
、
力

の
及

ぶ
限
り
を

荒
廃

に
騙

せ
し

め
な

け
れ
ば
止
ま
ざ
ら

ん
ε
す

る
も

の
で
あ

る
。

私
は
治
水

の
道
は
即
ち

之
れ
肚

會
運
動

を
治
む

る
要
道

な
り

こ
確
信
す

る
者

で
あ

る
。

兎
あ
角
勢
働
者

に
謝
し

て
之

に
自
助

の
道
を
開

き
與

ふ
れ
ば
、
静
観
運
動

は
驀

地

に
進

み
行

く
ε
も
、
そ
.は

レ
ー

ル
の
上
を
汽
車

が
走

る
や

う
な

も
の
で
、
そ

れ
自
身

何

の
危
険

も
な

い
。

さ
れ
ば
彼

の
肚

會
政
策

だ
相
井

む

で
、

此

の
勢
働
者

の
権
利
承

認

に
よ

る
其

の
自

助
運
動

の
促
進

は
、
思
ひ
切

っ
て
貴
行

さ
る

べ
き
も

の
ざ
す

る
。

而
し

て
國
家

ε

一
般
肚
曾

ざ
は
、
騨

長

ε
な
り

、
轄
軌
手

ε
な
り
、
踏

切
番

ざ
な

っ
て
、走

る
汽

車

を
し
て

レ
ー

ル
准
外

れ

し
め
な

い
や
う

に
す

る

こ
ε
が
肝
腎

で
あ

る
。

斯
く

て
勢

働
者

は
思

忘
存

分
走

b
行

く
内

に
は
、
終

に
産
業
自
治
制

を
要
求
し
、

小
作

人
な
ら

ば
自

作
農

ε
な

ら

ん
こ

芝
を
、
雇
傭

勢
働
者
な
ら

ば
小

作
人
た
ら

ん

こ
ご
を
希
望

し

つ

、
、
然

か
も
之
を
組
合
制

に
依

る
共

同
事

業

ε
し
て
、
所
謂
集
合

小
作
叉

は
集
合

自
作
を
行
は

ん
ε
す

る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
現

に
伊
太

利

の
如

き
に
在

っ

.

て
も

、
勢
働

組
合

は
産

業

組
合

な

る
性

質
を
兼

ね
備

へ
て
.、
資

本
を
厨
有

し
、
私

の
個

人
企
業
者
を
排
斥

し
て
、
組

倉

よ
る
蕎

葎

馨

を
行
は
ん
与

る
呈

つ
鄭

轟

禦

の
粗
食

・
組
合
・
手
・
依
・
小
難

引
授

け
て
共

同
的

に
之
を
行

は

ん
6
す

る

に
至

つ
柁
。
彼

の

〉
田
富
暴
p
6
0
=
o二
く
p

ご
禰

せ
ら
る

、
も

の
之
で
あ

る
。

〔
我
厨

に
在

っ
.て
も
、
多

少
趣

こ
そ
異

れ
共

同
小
作

の
實
例

は
、
多

く
之
を
見

る

こ
ご
が
出
來

る
)。
.
.

面
し
て
事
情
暫

の
如
在

進
展
し
行
～

ぎ

は
、
實
に
之
れ
當
然
の
順
序
で
あ
っ
て
、
然
か
も
斯
庵

る
に
於

時

論

注
意
す
べ
き
小
作
人
問
題

、

第
+
二
巻

(
第
三
號

九
五
)

四

三
九

11)1_eon、1a1.d,a.a,0.S.174.

12)(IQ,S.176;Nla7chettl,a・a.O.464



「

時

論

注
意
す
べ
き
小
作
人
問
題

第
十
一一巻

(第
三
號

九
六
)
.
四
四
Q

て
甫
め
.て
農
業
勢
働
問
題
は
解
決

の
曙
光
に
鯛
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
走
る
汽
車
は
走
り
走

っ
て
此
所

に
至

っ
て
萌
め
て
曉
色
を
望
み
得

る
に
至
る
も
の
で
あ
る
o
濁
り
農
業
弊
働
運
動
ε
い
は
す

一
般
的
に
勢
働
運
動
は
、

労
働
者
が
組
合
團
艦
ε
し
て
産
業
管
理
の
任
に
當
り
、
雇
傭
關
係
を
脱
し
て
濁
立
な
る
自
主
的
生
産
團
騰
把
る
に

至

っ
て
甫

め
て
よ
く
其
の
目
的
を
到
達
し
得
る
に
至
る
も
の
ε
考

へ
ら

る
、
風
は
、
近
頃

よ
ほ
こ
熾

に
な

っ
て
来

た
や
う
で
あ
る
が
、
私
の
信
ず

る
所

に
よ
れ
ば
、
工
業
方
面
に
於
て
は
術
ほ
其
上

に
国
家
自
身
が
、
産
業
直
接
管

理
の
任
に
當
り
、
生
産
も
手
つ

か
ら
之
を
行
ふ

べ
き
問
題
が
残
さ
る

、
も
の
ご
す
る
。
然
る
に
農
業
に
在

っ
て
は
、

特

に
我
国
の
米
作
農
業
の
如
き
に
在

っ
て
は
、
国
家
が
土
地
を
こ
そ
全
部
國
有
に
な
し
得

れ
、
生
産
の
勢
務
を

一

手
に
引
受
け
行
は
ん
こ
ε
は
、
不
可
能
事
に
属
す

る
か
ら
、
農
業
勢
働
者
が
共
同
小
作
組
合
を
造
り
、
進
む
で
は

更
に
共
同
且
作
組
合
を
形
造
る
に
至
れ
ば
、
生
産
方
面
に
閲
し
て
は
問
題
は
先
づ

↓
段
落
に
達
す
る
も
の
ε
謂
は

ね
ば
な
ら

訟
。
残
る
所
は
π
罫
土
地
の
所
有
制
に
關
し
て
、
国
有
制
を
行
ふ
か
否
か
の
問
題
の
み
で
あ

る
。

然
し
今
私
は
此
等
の
最
後
の
解
決
方
法
に
就
い
て
ま
で
詳
か
に
之
を
論
議
す
る
積
で
は
な

い
の
だ
か
ら
、
此
上

之
を
細
論
す

る
こ
ζ
は
遊
げ
て
遣
く
。
た
～
上
に
述

ぶ
る
所

に
依

っ
て
、
農
業
に
於
け
る
勢
働
問
題
が
漸
次
切
迫

せ
る
緊
要
の
問
題
ご
な
り

つ
、
あ
る
を
示
し
、
特
に
我
国

に
於

て
現
今
小
作
人
問
題
が
俄

か
に
喧
し
き
を
致
し
、

其
の
運
動

の
漸
次
大
に
進
展
せ
む
ど
す

る
を
見
る
に
就
け

て
、
戴
に
其
の
問
題
の
労
働
問
題
{
し
て
の
意
氣
切
要

な
る
所
以
を
明
か
に
し
、
之
に
謝
す

る
政
策

の
速

か
に
確
立
さ
る
、
必
要
頗

る
急
迫
せ
る
も
の
め
る
こ
ε
を
、
述

べ
て
置
く
次
.第
で
あ
る
。


